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研究成果の概要（和文）：本研究では、記録媒体として紙に次ぐ歴史を有するにもかかわらず、これまで学術的な観点
から調査・研究がなされてこなかったマイクロフィルムについて、図書館等への訪問実態調査（33機関）、および図書
館と文書館への質問紙調査（大学図書館:1,378、都道府県立図書館:58、国立国会図書館:1、公文書館:75、大学文書館
:88、専門図書館:380）を基軸とし、生産・出版・保存・活用・管理等の諸側面から総合的に分析した。

研究成果の概要（英文）：In this project research, we analyzed current status of microfilm in Japan as 
recording media. We researched it from various aspects －production, publication, conservation, use and 
preservation. In spite of having a long history as recording media second only to paper, microfilm had 
never before been studied from academic points of view. In carrying out this project, we made an 
interview survey of libraries, museums, archives etc. (total:33), and a questionnaire survey (university 
library:1,378, prefectural library:58, National Diet Library:1, archives:75, university archives:88, 
special library:380). Based on these surveys, we carried out this research project.

研究分野： 歴史資料の保存と活用に関する研究
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１．研究開始当初の背景 
マイクロフィルムは歴史的にみて紙に次

ぐ長い歴史を有する記録媒体であり、かつ文
書に特化したフィルム素材として、図書館等
の保存機関では代替保存の有力な手段とな
ってきた。 

1970 年代以降、紙・フィルムともに媒体
の劣化が深刻な問題として浮上し、それぞれ
に対策がとられてきた。紙の劣化については、
実験室における劣化メカニズム解明のため
の化学的調査に加えて、保存機関における状
態調査によって世界的規模で検証が深めら
れてきた。しかし、フィルムの劣化について
は、紙の劣化のような化学的調査と状態調査
の相互補完による総合研究が未確立であっ
た。 
このため、フィルムについて、紙資料と同

水準まで、実際の保管状況に基づいた症例デ
ータの蓄積がなされる必要に迫られていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、記録媒体として紙に次ぐ

歴史を有するマイクロフィルムをかけがえ
のない文化資産と捉え、保存機関が最良の状
態で次世代へ引き継ぐ道筋を考究すること
にある。このため以下の 4つの課題を設定し、
実態調査に基づいた研究を行った。 
（１）日本におけるマイクロフィルム保管状

況の情報集約と現状分析 
（２）マイクロフィルムの劣化・異常現象の

実態調査と分析 
（３）マイクロフィルム状態調査の方法論と

調査結果に基づく対応手法の確立 
（４）マイクロフィルムの保管のための環境

条件の考究 
 
３．研究の方法 
国内に所蔵されるマイクロフィルムに関

しては、文部科学省の「学術情報基盤実態調
査」、日本図書館協会の「図書館調査」によ
り、ある程度の情報を取得することができる。
ただし、これらの調査は網羅的でない点、調
査単位がタイトル数であったり、単位の基準
が不明確である点、市区町村立図書館におい
ては無回答館の占める割合が9割を超えてい
る点などから、研究用データとしてそのまま
利用するのは難しい。また文書館・博物館に
ついての網羅的な調査は存在しない。このた
め本研究班では、以下の 2 つの調査により、
図書館を中心に国内マイクロ資料に関する
基礎データの収集にとりくみ、これを基礎と
して種々の研究を展開した。 
 
（１）訪問実態調査 
研究期間の 3 年間で合計 33 機関（図書館

24、博物館 3、文書館 4、その他の施設 2）を
訪問し、フィルム保存施設の実見調査と担当
者からの聞き取り調査を行った。このうち、
研究初年度秋までの 19 機関の調査結果につ
いては、その分析を質問紙調査の質問紙設計

に役立てた。初年度冬以降の訪問実態調査
（14 機関）は、質問紙調査から得られたデー
タに基づき、そのデータ内容を裏付けるとと
もに、補完する事例調査として行ったもので
ある。 
 
（２）質問紙調査 
訪問実態調査で得られたデータに基づき、

質問紙を設計した上で、合計 1,980 機関に対
して 3回に分けて質問紙調査を実施した。 
・第１回目･･･大学図書館、都道府県立図書

館、国立国会図書館 
・第 2回目･･･公文書館、大学文書館 
・第 3回目･･･専門図書館 
調査の実施に際しては、各回とも事前に数館
に対して予備調査を行い、被験者からの意見
を踏まえた上で最終的な質問内容を確定し
た。質問は①館種、②マイクロ資料の所蔵状
況、③マイクロ資料の運用、④マイクロ資料
の保存管理、⑤フィルムの種類による取り扱
い、⑥フィルムの劣化、⑦その他のフィルム
の 7つのカテゴリーからなり、選択式を基本
とする全 38 問からなる（一部記述式）。 
これらの調査の館種別の質問紙送付数、回

答数、回収率は以下の表の通りであった。 
館種 送付数 回答数 回収率 

大学図書館 1,378 850 61.7% 
都道府県立図書館 58 55 94.8% 
国立国会図書館 1 1 100.0% 
公文書館 75 57 76.0% 
大学文書館 88 47 53.4% 
専門図書館 380 66 17.4% 
 
４．研究成果 
（１）訪問実態調査からは、以下のような諸
点が浮き彫りとなった。環境管理を温度設定
（クーラー）だけに頼り、湿度管理が行われ
ていない機関が多く、マイクロフィルムの保
管の目安とされる相対湿度 40%以下に抑えら
れている機関はわずかであった。また、劣化
したマイクロフィルムとその他の資料が混
在するなどしている機関の割合も高く、ビネ
ガーシンドロームによる他の資料や施設・設
備、さらには人体への影響が懸念された。安
定した素材である PET フィルムについても、
水分の介在による貼り付き（フェロ化）が複
数の図書館で発見された。フェロ化はこれま
で東京大学経済学図書館で報告されている
だけであったが、今後、この事象が特殊な事
例ではなく、普遍的なフィルムの異常現象と
して把握すべきことが明らかとなった。画像
の劣化については、これまで注意喚起されて
きたマイクロスコピックブレミッシュ（褐色
の微少斑点）より、銀鏡化の方が断然多いこ
とがわかった。 
図書館等の現場では、マイクロ資料に予想

以上に気を遣っている一方で、提供される情
報の少なさからか、劣化への誤った対応策を
とっていたり、フェロ化や銀鏡化のように既
存のマニュアル類では触れられていない劣



化が見過ごされている現状が浮き彫りとな
った。 
（２）質問紙調査からは、マイクロ資料を長
期保存の媒体として位置付ける機関がいず
れの館種でも半数をこえる一方で、専門図書
館以外の機関では、現在あるいは過去にビネ
ガーシンドロームが発生した館は少なくと
も 4～5 割あること、それにもかかわらず空
調管理，特に湿度管理が可能なのは大学図書
館・都道府県立図書館・国立国会図書館で 2
割、公文書館で 6割であった。ビネガーシン
ドロームは加水分解により発生、進行するた
め、湿度の管理が非常に重要となるが、根本
的な対策である環境改善が進んでいない現
状が明らかになった。 
 
（３）質問紙調査における記述式回答の分析
からは、保存環境、劣化（対策）、マイクロ・
リーダー、利用、媒体変換などに関する言及
が多くを占め、図書館が、マイクロフィルム
を重要な資料だと認識しつつも、その扱いに
苦慮している現状が読み取れた。マイクロ・
リーダについては、ここ数年でリーダーを廃
棄したという回答が一定程度見受けられ、こ
れは学術情報基盤実態調査における、大学図
書館のマイクロ・リーダー数の減少とも符合
する。旧来のリーダーの供給は、フィルム生
産量の減少に伴い頭打ちとなっており、メン
テナンスの打ち切りや、対応する消耗品の販
売停止などもあり、図書館にとって機器の維
持が難しい時代となっている。 
 
（４）資料保存においては、対象とするモノ
の総数を把握することが何よりも肝要とな
る。この意味でマイクロ資料の管理において
は、ロールフィルムの本数やマイクロフィッ
シュの枚数で管理することが望ましい。しか
し、実際には本数、枚数、タイトル数、キャ
ビネット数など図書館によって様々な単位
で管理されており、正確な所蔵総数を算出す
ることは困難であった。 
 
（５）大学図書館において、マイクロフィル
ムを所蔵する図書館は全体の 49.3%であり、
このうち一ヶ月あたりの利用者が 10 人以上
見込める図書館は 6.5%、大学図書館全体に換
算すればこれは全大学図書館の約 3.2％にあ
たる。文部科学省の学術情報基盤実態調査に
よれば、大学図書館におけるマイクロフィル
ムの年間複写件数は約 38 万枚であるから、
この 3.2%の大学図書館（約 50 館）にこれが
集中していることとなる。 
また、東京大学経済学図書館における、マ

イクロフィルムの OPAC への遡及入力増加数
と、利用者数を比較すると、両者に相関関係
を見出すことができた。つまり OPAC で検索
できれば、マイクロ資料の利用は増加するこ
とがわかる。一方で、マイクロ資料にあった
ものがデジタル化されると、デジタル資料
（グラフで例として採り上げたのは J-DAC）

の利用が伸びるのに比例して、マイクロ利用
者数が低下することも見出された（後掲グラ
フ参照）。 

 
（６）これらから、大学図書館におけるマイ
クロ資料の利用については次のことがいえ
るであろう。 
①マイクロ資料の利用や複写は特定の大学
図書館に集中しており、図書館によっては、
現在でもマイクロ資料が活発に利用され
ていること 

②大学図書館は、少なくとも年間 38 万枚（コ
マ）にのぼる、マイクロ資料の潜在的な需
要を抱えており、管理体制を整備して OPAC
で検索できるようにすれば、利用の増加が
見込めこと 

 
（７）質問紙調査において、全国の大学図書
館・国・都道府県立図書館では、86 館で調査
を実施したことがあるとの回答を得た。この
質問に併せて、調査報告書の提示を求めたと
ころ、既に公表済みのものも含めて、計 32
件の調査報告書を入手することができた。こ
れらのうち匿名化処理での公開も不可とさ
れたものや、複数図書館を対象としたアンケ
ート調査的なものを除き、28 件の報告書につ
いて分析を加え、マイクロフィルム保存の要
ともいえる状態調査について、その要件を整
理した。 
何より重要なのは、調査が調査だけで完結

するのでなく、通常の保存業務と繋がるもの
となることであり、そのためには、最終的な
公表・非公表を問わず、より広い読者を想定
して記録することが望ましい。さらにマイク
ロフィルムの調査に特有の問題としては、形
状やベースの種類、画像の種類、世代など物
的な情報の把握が不可欠である点が挙げら
れる。そのため、書誌データとは別に、個々
の資料についてその形態を調べる必要があ
ることを指摘した。 
 
（８）以上の諸点について、後掲する学会発
表や学術論文での研究発表に加えて、学術成
果を図書館・博物館・文書館の現場や、一般
に還元する成果としては以下のようなもの
がある。 
第 2年度には、第 15 回図書館総合展（2013

年 10 月）において展示ブースを設け、「マイ
クロフィルムの知られざる特性と情報の保
存 : デジタルとの共存を目指して」と題し



たフォーラムを開催した。展示ブースには 3
日間で 200 名が来場し、フォーラムには 120
名の参加者があった。 
最終年度には、日本図書館協会より『図書

館資料としてのマイクロフィルム入門』を刊
行し、さらに「図書館・博物館・文書館のた
めのマイクロフィルム保存ガイド」と題した
簡便なリーフレットを作成して関係機関に
配布した。 
また、日本写真画像保存セミナー（2013 年

1 月）、国立国会図書館第 24 回保存フォーラ
ム, 2013 年 12 月 3 日）日本図書館協会資料
保存委員会・平成 25 年度第 3 回資料保存セ
ミナー（2014 年 1 月 24 日）、第 34 回文化財
防虫防菌処理実務講習会（2015 年 9月 25 日）
において、マイクロフィルムの保存をテーマ
に、研究メンバーが図書館・博物館・文書館
等の職員へ最新の研究成果を講義した。 
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